
動作確認環
境

OS : Windows VISTA Ultimate 64Bit, 　　　　　 EXCEL 2007

起動方法

作者（コムスタッフ）より
ご利用いただき、ありがとうございます。

本ソフトは収益全体の冷静な分析が可能です。　ご感想・ご意見をお待ちしております。

少々のカスタマイズ等、特注ソフトも有料にて承りますので、気軽に御相談くださいませ。

入力ルール

概要

初めに １．ワークブックを開いて、黄色セルを上書きしてください。

２．上書きが終わったら、操作メニューから、「物件データの保存」を選び、名前をつけてファイ
ルとしてセーブしてください。

３．次回からは、操作メニューで「物件データの読込み」を選び、ファイルを開いてください。

（＊）　一度、物件データを読み込むと、他の物件データの読込みができなくなりますので、他
の物件の処理をする場合は、いったんエクセルを閉じてください。

シミュレーション
モード

購入前のシミュレーションのための入力です。黄色のセルにできる限り入力します。入力が多
いほど精度があがります。

１．黄色部分へできる限り入力します。　多少入力しなくても自動で計算されます。
なるべく右図の順番で入力した方がわかりやすいです。

２．灰色のセルは、デフォルト状態では入力できません。(通常は、入力の必要がないからで

３．　灰色の部分に入力する必要がある場合、操作メニューの「リアル モード」をクリックしま
す。
灰色セルへの入力が終わったら「シミュレーション モード」をクリックし、シミュレーションモード
に戻ります。
シミュレーションモード　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リアルモード　↓

４．入力が終わったら、操作メニューの「物件データの保存」をして、終了します。

リアル モード
物件を購入後、経営分析をするために、シミュレーションのデータを実績値に置き換えてゆきま
す。分析結果は自動的に計算されます。

１．「リアルモード」に入り、実績値を黄色セル、灰色セルに関係なく入力していきます。

２．入居管理のページで入居管理が可能です。

印刷 １．印刷したい範囲をマウスで選択します

２．「印刷」をクリックし、印刷ダイアログの印刷対象で選択した部分を選び、OKをクリックしま

ウインドウ枠の固
定/解除

エクセル標準のウィンドウ枠の固定/解除と同じです

私自身もアパート経営をしています。購入前のシミュレーション分析と実績値に基づく経営分析の両方ができるソフトが欲しくなり、自分で作ってみました。

ApaRun.vbs をダブルクリックで起動。　もし下記の画面が現れたら、「このコンテンツを有効にする」をチェックして「OK」をクリックする。

３．購入前は「入力＆簡易シミュレーション」、　購入後は「年次レポート」、「入居管理」へ入力をします。　「長期予想グラフ」、「減価償却表」、「ローン返済表」、
「IRR感応度分析」などは分析結果を示すグラフが表示されます。

４．購入後の入力は実績値の入力なので、計算された値と違う場合は、リアルモードを使用して入力します。

２．黄色セルは、なるべく入力します。　灰色セルは、黄色セルの値によって自動計算されます。

１．黄色セルは、シミュレーションモードで入力できます。灰色セルはリアルモードで入力できます。

⇒ comstaffs@yahoo.co.jp
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物件データの読込
み/保存

このBookと同じフォルダーに保存してください。CSV形式で保存されます。

結果表示
「入力＆簡易シミュレーション」

毎月の損益を計算します

「年次レポート」
毎年の損益を計算します

「入居管理」
入居管理表を表示します

    

  



「長期予想グラフ」

BTCFo　＆　ATCFo　（運営からの税引前＆税引後キャッシュフロー）

DCR　(　借入償還余裕率　）

BER　(　損益分岐入居率　）

LTV　（借入金割合　）

「減価償却表」



「ローン返済表」

「IRR感応度分析」


